
 

【遠野中学校区】 

＋令和４年度遠野市教育研究所 教育研究発表会 資料 

令和４年度 遠野中学校区の取組の方針➡総括（概要版） 

遠野中学校区研究員部会 

１ 「まちづくり指標」達成に向けて 本学区で特に課題（重点）とする【大領域・観点別】（中領域） 

国

語 

小２ 【読むこと】（話の内容の大体をとらえる）（重要な語や人物の行動をとらえる） 

小３ 【読むこと】（話の内容の大体をとらえる）（重要な語や人物の行動をとらえる） 

小４ 【読むこと】（主題や構成を読み取る）（考えや感想をもって伝え合う） 

小５ 【読むこと】（主題や構成を読み取る）（考えや感想をもって伝え合う） 

小６ 【読むこと】（要点をとらえ内容を解釈する）（考えや感想をもって伝え合う） 

中１ 【読むこと】（主題や構成を読み取る）（考えや感想をまとめ伝え合う） 

中２  

中３  

算

数 

・

数

学 

小２ 【数と計算】（数の構成と表し方） 【測定・データの活用】（長さ、広さ、かさ） 

小３ 【数と計算】（かけ算）      【測定・データの活用】（長さ、かさ） 

小４ 【数と計算】（□を用いた式、分数）【測定・データの活用】（長さ、重さ、時刻、時間） 

小５ 【数と計算】（かっこ用いた式、分数）   【変化と関係】（割合） 

小６ 【数と計算】（分数）           【変化と関係】（単位量当たり、速さ） 

中１ 【関数】（比、百分率、速さ、比例と反比例）【データの活用】（起こり得る場合） 

中２  

中３  

理

科 

小６ （流れる水の働き土地の変化）（物の種類や水の温度と溶ける量） 

中１ （流水の働きと土地のつくり）（電気の働きと利用）（月と太陽）（人の体のつくりと働き） 

中２  

中３  

社

会 

小６ （日本の水産業）（日本の工業地帯の分布や特色） 

中１ （日本の気候と暮らし）【歴史的分野】全般 

中２  

中３  

英

語 

中２  

中３  

 

２ 前年度の「成果（○）と課題（●）」 

（１）児童生徒の実態 

○単元計画や単元のゴールを示したことで、児童生徒も単元または単位時間の目標や目指す姿がわかり、

見通しをもって授業に取り組めるようになってきている。 

○児童生徒の振り返りや感想から課題を立てたことで、主体的に学習活動に臨む姿勢・態度が育ってい

る。 

●課題設定や達成状況把握にかかわる場面での「学び合い活動（対話的な学び）」については、児童生

徒自身の学びの広がりや深まりが日常生活に生かせるまでの活動にはなっておらず、質の向上が求め

られる。 

（２）授業者の実態 

○単元の指導計画を明確にしたことで、単元を通した学びの流れとゴールを教師自身が掴むことができ、

指導と評価の一体化が図られた。 

○ロイロの活用により、授業の終末、まとめだけでなく、展開場面での活動とカード提出により、理解

状況、達成状況の把握につながった。また、児童生徒が記入したものを担任、教科担が確認し達成状

況を把握することで、評価の一体化が図られるとともに個別支援を行うことができるようになった。  

●タブレット、ロイロを使った活動に終わらず、児童生徒が自分の言葉でまとめ表現する場、一貫した

評価につなげる方法を検討、充実させていく必要がある。 

●中学校区の小中連携を活用しながら、さらに児童生徒が互いにサポートすることができる学級づくり

をすすめ、学びの深まりを実感できるようにする必要がある。 

春季交流会の後の研究員部会で、R04 NRT の結果を持ち寄って記入します。 

春季交流会の後の研究員部会で、R04 NRT の結果を持ち寄って記入します。 

春季交流会の後の研究員部会で、R04 NRT の結果を持ち寄って記入します。 

春季交流会の後の研究員部会で、R04 NRT の結果を持ち寄って記入します。 

春季交流会の後の研究員部会で、R04 NRT の結果を持ち寄って記入します。 



 

【遠野中学校区】 

３ 今年度学力向上取組の方向性 

（１）授業改善の２つの視点と目指す授業像（児童生徒像）について 

  視点１ 「課題意識の持続」 

   目指す授業像（児童生徒像）：学習課題を自分事として考え最後まで学習に取り組むため、児童生徒

の必要感や目的意識等が単元を通して持続する授業 

  視点２ 「達成状況の把握」 

 目指す授業像（児童生徒像）：児童生徒が、単元で目指す児童生徒の姿（付けるべき資質・能力を身 

に付けた姿）を明確に共有し、その達成状況について適切な場面と方 

法で捉え、評価がなされる授業 

（２）今年度の重点取組 

  ① 「視点１」について（手立て） 

   ア 児童生徒に見通しを持たせるため、単元計画や単元のゴールを明確にする。 

イ 課題を児童生徒の言葉や考えから設定することで、課題意識の持続を図る。 

  ② 「視点２」について（手立て） 

   ア 児童生徒の達成状況の把握のために、単元・一単位時間内で適切に把握の手立てを講じる。 

イ シートやロイロノート等を使い学習記録を残すことで、児童生徒と教師双方が達成状況を把握し、 

  評価の一体化を図る。 

  ③ 「ＵＡをゼロに！」について 

   ア 自ら学ぼうとする学級を目指すため、小中での生徒指導面における連携をさらに充実させる。 

イ 数学（算数）、英語（外国語活動）における小中の授業交流を行うことで、苦手意識の軽減につな 

げる。 

ウ 小中で連携して家庭学習指導を行うことで、自主的に学習に取り組む児童生徒を育てる。  

   エ アシストシートやＩＣＴを活用して、一人一人にあった課題を提示し、個別に指導できるように 

する。 

 

４ 具体的実践（授業交流会・授業実践交流会・校内研究会等について） 

（１）今年度の主な公開授業等 

① 第１回授業交流会（R04.05.25）遠野中学校（国、数、英、理） 

② 第２回授業交流会（R04.09.30）遠野小学校（国、算） 

③ 授業実践交流会 （R04.10.27）綾織小学校（算） 

 

 

（２）実践をとおして明らかになったこと 

① 視点１「課題意識の持続」について（手立ての検証） 

ア 児童生徒に見通しを持たせるため、単元計画や単元のゴールを明確にする。 

○「単元デザインシート」の活用により、単元計画並びに単元のゴールを設定して授業改善を行っ

たことで、授業者自身が見通しを持って指導することができている。そのため、児童生徒が見通

しを明確に持って授業に向かうことができている。 

○既習内容を生かした見通しをもち、それを授業の中で立ち返ることで、課題を解決しようとする

意欲の持続につながった。 

●重点をおく教科や単元によってゴールの設定などの計画性に多少の差があることが感じられる。 

 

イ 課題を児童生徒の言葉から設定することで、課題意識の持続化を図る。 

 ○教科にもよるが、問題提示の仕方を工夫したり前時のふり返りを活用したりして児童生徒の言葉

から課題を設定することはほぼできている。 

●課題設定にかける時間が長くなってしまうことがある。単位時間の計画や単元の計画を見通しな

がら時間配分を考えていく必要がある。 

 

 



 

【遠野中学校区】 

② 視点２「達成状況の把握」について（手立ての検証） 

ア 児童生徒の達成状況の把握のために、単元・一単位時間内で適切に把握の手立てを講じている。 

○目標に対して何を評価するかを計画し、適用問題・練習問題・定着問題の提示の仕方を工夫する

ことで、適切に達成状況を把握することができた。 

○児童生徒の考え方の変容や現在の理解度や達成度を把握するために、ハンドサインを活用したこ

とで、達成度を把握することができた。 

●やはり、教科による差がある。練習問題等以外での達成状況の把握になると単元を見通した評価

計画が必要になる。ハンドサインも個人的な心情によって左右される場合があり達成度の把握が

曖昧になる場面が出てくる。 

 

イ シートやロイロノート等を使い学習記録を残すことで、児童生徒と教師双方が達成状況を把握し、

評価の一体化を図る。 

○教科にもよるが、単元学習シートを使って学習の記録を残すことができている。特に算数科の場

合、ノートへの練習問題の記入や児童生徒のふり返りを評価することで一体化が図られている。 

●ロイロノートによる学習記録の蓄積をどのようにしていくかが課題である。 

●ロイロノートをどの場面で活用し何を見取るのかという目的の検討吟味が必要。 

 

  

③ 「ＵＡをゼロに！」について 

ア 自ら学ぼうとする学級を目指すために、小中での生徒指導面における連携をさらに充実させる。 

●小中での生徒指導面の連携がほとんど図られていない。来年度は学習面よりも生徒指導面を強化

していった方が良いと考える。 

 

イ 数学（算数）、英語（外国語活動）における小中の授業交流を行うことで、苦手意識の軽減につな

げる。 

○小学校高学年の外国語学習校内研究会で小中連携を図ることができた。 

●２月以降に、中学校の先生方に授業をしていただく予定である。そこで、児童への苦手意識の克

服を図ることができればと考えている。 

 

ウ 小中で連携して家庭学習指導を行うことで、自主的に学習に取り組む児童生徒を育てる。 

○授業の終わりに、その日に学んだことを家庭学習として取り組ませることで、学んだことを家庭

で復習するというサイクルの確立が効果を上げていることが綾織小学校の実践により明らかにな

った。 

○定着問題の状況を見取り、児童の理解の様子を把握し家庭学習と関連させ学力向上を目指した。 

●小中の連携となると、期間を決めて家庭学習強化週間として小中で取り組むくらいで、内容の連

携には至っていない。 

 

エ アシストシートや ICT を活用して、一人一人にあった課題を提示し、個別に指導できるようにす

る。 

○タブレットでのふり返りを参考にして、一人一人の達成度の把握に努め、個別指導に役立てた。 

○タブレットを活用し、NRT 等で落ちている内容を個別に復習することができた。 

●アシストシートについては、１内容につき１枚での対策しかないので、学習内容の定着に至る方

法としては適切とは言えず、問題傾向対策としてのみの活用となった。 

 

  ④「学びの連続性」について 

○綾織小学校授業実践交流会での実践研究から、単元や単位時間の目標に対応した家庭学習を必要

に応じて活用できるように類型化することが効果的であることが分かったので参考にしていきた

い。 

 

 

 

 



 

【遠野中学校区】 

５ 諸調査結果等の結果考察（児童生徒及び授業者の変容） 

（１）児童生徒が主体となる授業改善に関する指標（岩手県学習定着度状況調査における肯定的回答） 

【考察】 

 

指  標 目標値 
Ｒ４

本市 

Ｒ２ 

学区 

Ｒ３

学区 

Ｒ４ 

学区 

① 意欲を持って自ら進んで学ぼうとする児童生徒の割合 
小 84.9 84 90.3 90.5 81.6 

中 81.2 83 92.0 81.0 77.6 

② 授業で、自分の考えを深めたり広げたりしている児童生

徒の割合 

小 84.7 87 84.3 85.7 83.7 

中 84.0 88 96.0 87.0 83.2 

③ 授業内で学習を振り返っている児童生徒の割合 
小 89.0 91 90.8 84.7 87.8 

中 87.0 90 98.0 85.0 86.9 

④ 学校の授業がよく分かる児童生徒の割合 
小 94.0 90 91.3 89.5 82.7 

中 81.0 79 91.0 74.6 71.8 

⑤ つまずきに対応した授業改善が行われていると感じて

いる児童生徒の割合 

小 89.0 88 93.0 98.2 89.8 

中 92.0 91 95.0 91.0 82.2 

⑥ 弱点を克服するための学習や発展的な学習に自ら取り

組んでいる児童生徒の割合 

小 82.0 76 91.8 83.5 70.4 

中 70.0 63 92.0 86.0 52.3 

※ この「学区」は、本中学校区のみの数値  

 

（２）学校の組織的な取組に関する指標（岩手県学習定着度状況調査における「１番回答」の割合） 

【考察】 

 

指  標 目標値 
Ｒ４

本市 

Ｒ２ 

学区 

Ｒ３

学区 

Ｒ４ 

学区 

① 児童生徒が自分で調べたことや考えたことを、分かりや

すく文章に書く指導をしていますか。 

小 

中 
100 50 40 40 40 

② 児童生徒自身が、学習の成果（又は課題）を実感できる

振り返りとなっていますか。 

小 

中 
100 57 60 40 60 

③ 児童生徒の間違いを認める雰囲気を作り、その中で授業

を進めていますか。 

小 

中 
100 93 80 80 80 

④諸調査の自校の分析結果から見えた児童生徒のつまずき

に対応した授業改善を行っていますか。 

小

中 
100 79 - - 80 

⑤学校の宿題などに加え、補充のための学習や発展的な問題

に、生徒が自ら取り組める工夫をしていますか。（R03 か

ら質問項目変更） 

【参考（R02 まで）】授業内容の理解を促進する家庭学習の

課題（宿題）を、計画的に出していますか。 

小

中 
100 43 - - 60 

※ この「学区」は、本中学校区のみの数値  

（３）学校区のアンケート等 

【考察】 

  ・①の自ら進んで学ぶ意欲が、今までの数値よりも低くなった。同じく、④授業がよく分かると回答し

た児童生徒の割合も下がっている。⇒「分かる」ことで「意欲」につなげる授業改善と「視点２達成状

況の把握」の手立てをさらに検討していくことが必要。 

  ・児童生徒質問紙指標⑥が非常に低い。学校指標⑥も目標値より低い。⇒「学びの連続性」「授業と家

庭学習の関連づけ」等の手立ての工夫は模索中であることから今後の取組に期待したい。綾織小学校

の実践交流授業を参考にしていきたい。 

 

 

 



 

【遠野中学校区】 

６ 成果（○）と課題（●） 

○児童・生徒の言葉を用いた課題設定や振り返りを活用し導入にいかすことができた。 

○適用問題や練習問題を作成することで、本児のねらいや手立てを考えることができた 

○振り返りの視点を与え、内容を吟味しながら指導にいかすことができた。 

●課題とまとめ、そして振り返りの一体化が課題としてあげられる。児童・生徒の言葉から課題設定をす

ることを心がけたが、授業者のねらいと一致しているかが問題になる。一貫した評価につなげる方法を

模索していきたい。 

●ICT の活用は広がってきているが、どの場面で何を見取るのか、蓄積をどうするかなど適切な評価の在

り方について検討が必要である。 

 

 

７ 次年度学力向上取組の方向性 

（１）授業改善の２つの視点と目指す授業像（児童生徒像）について 

  視点１ 「課題意識の持続」 

   目指す授業像（児童生徒像）：学習課題を自分事として考え最後まで学習に取り組むため、児童・生 

徒の必要感や目的意識等が単元を通して持続する授業。 

  視点２ 「達成状況の把握」 

   目指す授業像（児童生徒像）: 授業者と児童・生徒が、「本単元で目指す児童・生徒の姿（付けるべ

き資質・能力を身に付けた姿）」を明確に共有し、その達成状況につい

て適切な場面と方法で捉え、評価がなされる授業。 

（２）次年度の重点取組 

  ① 「視点１」について（手立て） 

   ア  児童・生徒に見通しを持たせるため、単元計画や単元のゴールを明確にする。 

イ  課題を児童・生徒の言葉や考え、振り返りから設定することで課題意識の継続を図る。 

ウ  各校の重点教科での成果をいかして、他教科でも実践し指導の充実を図る。 

  ② 「視点２」について（手立て） 

   ア  児童・生徒の達成状況の把握のために、単元・一単位時間内で適切な評価をするための手立て

を講じる。 

イ  記録を残す評価を行うことで、児童・生徒と教師双方が達成状況を把握し、評価の一体化を図

る。 

  ③ 「ＵＡをゼロに！」について 

   ア  自ら学ぼうとする学級を目指すために、小中での生徒指導面の連携をさらに充実させる。 

イ  数学（算数）、英語（外国語活動）における小中での授業交流を行うことで、苦手意識を減ら

す。 

  ④ 「学びの連続性」について 

   ア  授業内容と類型化（R4綾織小提案）した適用問題を家庭学習として提示し、学びの連続性を意

識させることで、自主的に学習に取り組む児童・生徒を育てる・ 

イ  ICT やアシストシートなどを活用して、一人一人に合った課題を提示し、個別に指導できるよ

うにする。 

 

 


